
現在岐阜問屋街では高齢化が進んでいる。若者達は都心部に出ていき岐阜問屋街は高齢者が多く残った。
売られている商品も中高年向けの物が多くそろえられ事業形態は戦後栄えていたころと同じままであった。
また懇意な業者の廃業も人々が岐阜問屋街に足を運ばなくなった理由の一つだ。現在の問屋街はシャッター
街と化し［写真１］、平日の人通りはほとんどない。
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戦後岐阜は一宮や尾西、羽島などの織物産地が近くにあったことや、日本の中心に位置していたことに

より岐阜のファッション産業は大きく発展した。しかし、海外製品の輸入が増え安価な商品の流通が多く

なった２０００年以降のファッションの拠点は都心部に集中し、現代の岐阜の街は廃れてしまった。
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岐阜問屋街の印象を向上、そして世界的に問題にもなっているアパレル産業廃棄物問題の抑制を目的とする。

［写真１］現在の岐阜問屋街の様子
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生地を収集するために岐阜問屋街の企業向けにアンケートを行った。また、アパレル産業廃棄問題の

意識調査を行い、計４社からアンケートを回収することができた。
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企業アンケートに協力をしてくださった企業から

廃棄される予定であった布や製品を作る際に出た残

布などの収集をした。大きなものから切れ端の小さ

なものまで多くの布を無料で提供していただいた

［写真２］。 ［写真２］廃棄される予定であった残布
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【鞄】

型紙やイメージ図などの細かい指示を記載した指

示書を製作した。縫製は岐阜のアパレル企業で縫製

をされていた方へ依頼［写真３］。

É ポリエステルを多く扱う。その他は綿、ウール、レーヨン、ニットや混合した素材を使用。

É 廃棄される布はほとんどが裁断屑から出ていた。

É 廃棄を委託している企業が多く廃棄量を把握していない。

É 廃棄を少しでも減らすため、無駄のない型入れや残布の販売、別製品の制作を行っている。

アンケート結果より

［写真３］縫製過程



【タグ】

購入者が製作したかばんを持つことによりタグか
らの宣伝効果があると推測し鞄につける独自のタグ
を製作した。ロゴデザイン案を６つ出し［図１］、
一般の方や問屋街の方々からアンケートを行った。
集計結果よりテーマは「Connection and Glow 」
［写真４］に決定した。人々の繫がりを多く感じた
問屋街にちなみこれからさらに多く年代の人々が関
わり岐阜問屋街が大きく成長していく様子を表した。
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［写真７］完成した製作物

せんい祭は布を安く購入する人で賑わっていた。そのため自身で衣服や鞄などを製作できる人が多くハン

ドメイドを買わない人も数多く見られた。また鞄のデザインも中高年の方には持ちづらい大きさであり冬物

の生地で作られた鞄は少し色合いが地味に感じた人々も多いようだ。しかし、岐阜問屋街から出た廃棄布で

製作していることや珍しい組み合わせのデザインに多くの人々が足を止めこの研究の目的などに耳を傾けて

くれた。

今回の活動により訪れた人の印象向上に少しでも寄与することができたと思うが問屋街を知らない人まだ

多くいる。そのため岐阜問屋街の認知度を向上していくことが今後の課題である。そしてアパレル産業廃棄

問題への意識を変えるだけでなく、どのような行動をしていけばいいのかを考えていく必要がある。
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［図１］ロゴデザイン案 ［写真４］ロゴ決定案
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岐阜問屋街の歴史や現状、研究目的を更にわかりや

すく伝えるためパンフレットを製作［写真５］。購入
してくれた方や立ち寄ってくれた方へ配布を行った。

［写真５］パンフレットデザイン

イベント名 ˮδϭΜ↕˯［写真６］

日時 １２月６日（日）

時間 ９：３０～１３：００

場所 岐阜問屋街（柏屋商事株式会社前）

販売価格 フラットタイプ １０００円

［写真７］まち付き ８００円
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［写真６］イベント当日の様子

購入者や立ち寄ってくれた方々に岐阜問屋街やアパレル産業廃棄問題についてのアンケートを実施した。

23人のアンケートを回収し結果の一部を下に示す。
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岐阜問屋街について

・さびれた印象が変わった。

・ブースがあることで人通りが出てきたと感じた。

・お年寄りの方が多いイメージがあったが若い人も訪れ

やすいかなと思った。

・シャッター街というイメージがあったがかつて賑わっ

ていたのがイベントやパンフレットから感じられた。

アパレル産業廃棄問題について

・布の切れ端でも利用価値のある上質な布が多いと分

かった。


